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№
１
３
０
３
（
二
〇
二
〇
年
一
月
一
日
号
）
か
ら

№
１
３
０
３
（
二
〇
二
〇
年
一
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

全
国
各
地
で
小
さ
な
学
習
会
を
つ
く
ろ
う

山
下

俊
幸

ソ
連
等
崩
壊
か
ら
３
０
年

原

野
人

ー
民
主
的
な
社
会
主
義
を
創
る
ー

情
勢
に
つ
い
て

力
関
係
に
大
き
な
変
化

滝
野

忠

「
老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！

関
電
包
囲
大
集
会
」

・
８

井
沢

清

12

ー
本
当
に
関
電
は
責
任
持
て
る
の
か
ー

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
頂
点
に
立
つ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
の
来
日

相
馬

洋

ー
中
東
の
宗
教
問
題
と
戦
争
ー

渓
流
釣
り

小
林

義
昭

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
３
０
４
（
二
〇
二
〇
年
一
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

誤
り
か
ら
脱
却
し
よ
う

原

野
人

〈
特
集
〉
混
迷
の
度
を
深
め
る
「
普
遍
主
義
」

佐
々
木
一
雄

資
本
家
階
級
に
子
ど
も
手
当
は
必
要
か

憲
法
第
二
十
五
条
と
資
本
家
の
基
本
的
人
権

日
弁
連
は
「
普
遍
主
義
者
」
か
？

共
産
党
・
社
民
党
は
「
普
遍
主
義
者
」
か
？

平
等
幻
想
の
再
生
産

党
の
具
体
的
金
銭
給
付
政
策
の
問
題
点

編
集
部
だ
よ
り

№
１
３
０
５
（
二
〇
二
〇
年
二
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

恥
を
知
ら
な
い
日
本
の
独
占
資
本
と
政
権

原

野
人

２
周
遅
れ
の
先
頭
を
走
る
日
本

腐
れ
切
っ
た
、
安
倍
政
権
と
独
占
資
本

国
労
上
野
反
合
研

三
池
闘
争
６
０
年

蓑
輪

泰
臣

ー
映
画
会
「
三
池
闘
争
と
向
坂
教
室
」
と
反
省
ー

マ
ル
ク
ス
や
向
坂
の
リ
セ
ッ
ト

宗
近

地
域
の
実
情
つ
か
み
、
解
決
め
ざ
し
行
政

社
協
に
要
請
し
て
い
く
姿

山
浦

隆
芳

ー
民
生
委
員
二
期
目
の
活
動
ー

根
室
本
線
の
災
害
復
旧
と
存
続
を
求
め
る
新
得
の
集
い

佐
野

周
二

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

編
集
部
だ
よ
り
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№
１
３
０
６
（
二
〇
二
〇
年
二
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

中
期
政
策
と
共
産
党
宣
言

小
山

一
郎

普
遍
主
義
と
資
本
主
義
と
社
会
主
義

原

野
人

中
期
政
策
に
つ
い
て

滝
野

忠

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
３
０
７
（
二
〇
二
〇
年
三
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

あ
れ
か
ら
１
０
年
目
を
迎
え
て

原

野
人

号
台
風
で

福
島
に
甚
大
な
被
害

原
発
事
故
被
害
者
相
双
の
会

19老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！

大
集
会

お
お
さ
か

in

ー

２
０
２
０
年
５
月

日
（
日
）、
大
阪
市
内
で
開
催

ー

17

総
評
労
働
運
動
か
ら
連
合
へ
（
一
）

編
集
部

ー
労
働
戦
線
の
右
翼
的
再
編
か
ら

年
ー

30

三
池
と
国
鉄
闘
争
か
ら
、
労
働
運
動
を
考
え
る

ー
山
下
俊
幸
さ
ん
の
講
演
ー

こ
の
一
年

か
く
闘
う

上
野
反
合
研

現
代
と
帝
国
主
義

伊
勢

太
郎

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№

号
外
（
二
〇
二
〇
年
三
月
一
一
日
号
）

日
本
国
憲
法
の
人
権
規
定
と
社
会
主
義

ー
「
資
本
家
の
人
権
」
再
論
ー

佐
々
木

一
雄

１
、「
基
本
的
人
権
」
の
定
義
・
分
類
・
発
展
史

一
．
は
じ
め
に

・
・
・
・
・

２

二
、
形
式
的
平
等
か
ら
実
質
的
平
等
へ
ー｢

基
本
的
人
権
」
の
分
類
年
表
・
・
・
・
・

３

三
、
「
法
の
下
の
平
等
」
と
社
会
権

・
・
・
・
・
５

四
、
社
会
権
を
形
式
的
平
等
へ
解
消
す
る
「
普
遍
主
義
」

・
・
・
・
・
８

五
、
「
普
遍
主
義
」
こ
そ
「
研
究
課
題
」
で
あ
る

・
・
・
・
・
10

２
、
社
会
主
義
と
「
資
本
家
の
人
権
」

一
、
社
会
主
義
と
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
政
党
」

・
・
・
・
・
11

二
、
社
会
主
義
と
「
資
本
家
の
財
産
権
」

・
・
・
・
・
14

三
、
「
資
本
家
の
財
産
権
」
の
「
侵
害
」
ー
そ
の
歴
史
的
地
位

・
・
・
・
・
16

３
、
Ｂ
Ｉ
、
社
会
主
義
、
近
代
経
済
学

一
、
Ｂ
Ｉ
と
社
会
主
義

・
・
・
・
・
18

二
、
Ｂ
Ｉ
と
近
代
経
済
学

・
・
・
・
・
20

三
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
と
近
代
経
済
学

・
・
・
・
・
23

四
、
社
会
主
義
協
会
は
ど
こ
へ
行
く
の
か

・
・
・
・
・
25



- 3 -

№
１
３
０
８
（
二
〇
二
〇
年
三
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

労
働
組
合
の
団
結
の
力
で
、
働
き
や
す
い
職
場
へ

上
野
反
合
研

社
会
主
義
協
会
の
退
廃
と
変
質

原

野
人

社
会
主
義
へ
の
意
志
と
力

滝
野

忠

ー
原
則
「
放
棄
」
は
改
良
主
義
へ
の
道
ー

公
務
員
労
働
者
全
員
の
正
規
職
員
化
を
（
１
）

山
下

俊
幸

２
０
春
闘

ー
労
働
戦
線
の
右
翼
的
再
編
か
ら

年
（
二
）
ー

編
集
部

30

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
３
０
９
（
二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

世
界
経
済
と
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

伊
勢

太
郎

京
都
市
長
選
は
な
ぜ
勝
て
な
か
っ
た
か
？

山
村

竜

ー
〝
技
術
は
法
則
を
越
え
ら
れ
な
い
〟
ー

被
災
原
発
を
次
々
と
再
稼
働
へ

原

野
人

ー
日
本
原
電
東
海
第
二
原
発
と
東
北
電
女
川
原
発
ー

指
定
管
理
者
制
度
と
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

山
下

俊
幸

ー
公
務
員
労
働
者
全
員
の
正
規
職
員
化
を
（
２
）
ー

資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
「
分
配
」

中
澤

秀
行

ー
№
１
３
０
８
号
、
原･

滝
野
論
文
を
読
ん
で
ー

◇
資
料
１

新
潟
県
本
部
の
意
見
書

ー

｢

第
４
号
議
案
」｢

第
５
号
議
案｣

に
つ
い
て
ー

◇
資
料
２

原

野
人
の
意
見
書

ー
岡
崎
宏
美
委
員
長
ほ
か
中
執
の
皆
さ
ん
へ
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
３
１
０
（
二
〇
二
〇
年
四
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

失
業
増
は
必
至
ー
コ
ロ
ナ
と
世
界
経
済

伊
勢

太
郎

堺
利
彦
が
夏
目
漱
石
に
宛
て
た
「
平
民
絵
葉
書
」

中
澤

秀
行

ー
絵
葉
書
に
み
る
平
民
社
の
性
格
、
堺
利
彦
の
訳
業
等
（
雑
談
的
に
）
ー

自
然
エ
ネ
と
風
力
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

原

野
人

安
倍
の
「
働
き
方
」
改
悪

山
下

俊
幸

ー
公
務
員
労
働
者
全
員
の
正
規
職
員
化
を
（
３
）
ー

生
産
性
向
上
運
動
と
労
働
者

編
集
部

ー
労
働
戦
線
の
右
翼
的
再
編
か
ら

年
（
三
）
ー

30

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り



- 4 -

№
１
３
１
１
（
二
〇
二
〇
年
五
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

コ
ロ
ナ
と
医
療
体
制

宮
本

嘉
峰

今
こ
そ
古
典
の
研
究
を

中
澤

秀
行

ー
絵
葉
書
に
み
る
平
民
社
の
性
格
、
堺
利
彦
の
訳
業
等
（
雑
談
的
に
）（
２
）
ー

◇
『
討
議
資
料
』
２
０
０
号
突
破

記
念
号
か
ら
◇

〝
挙
国
一
致
〟
的
な
雰
囲
気
に
隠
さ
れ
た
、

上
野
反
合
研

資
本
や
自
民
党
の
動
き
に
警
戒
を
！

◇
新
社
会
党
方
針
案
を
読
ん
で

さ
ま
よ
え
る
活
動
方
針
案

原

野
人

路
線
問
題
で
あ
る
こ
と
を
証
明

滝
野

忠

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
３
１
２
（
二
〇
二
〇
年
五
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

「
コ
ロ
ナ
」
災
害

金
持
ち
と
貧
乏
人

伊
勢

太
郎

民
間
非
正
規
労
働
者
の
実
態

山
下

俊
幸

ー
民
間
企
業
に
お
け
る
非
正
規
労
働
者
問
題
を
考
え
る
（
一
）
ー

向
坂
逸
郎
か
ら
学
ぶ

蓑
輪

泰
臣

ー
唯
物
弁
証
法
、
史
的
唯
物
論
的
に
ー

独
占
資
本
と
国
家
独
占
資
本
主
義

原

野
人

ー
さ
ま
よ
え
る
活
動
方
針
案
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
ー

２
つ
の
「
追
記
」

中
澤

秀
行

ー
絵
葉
書
に
み
る
平
民
社
の
性
格
、
堺
利
彦
の
訳
業
等
（
雑
談
的
に
）（
３
）
ー

９
条
改
憲
を
許
さ
な
い

県
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル

「
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
・
滋
賀
」

ー
「
５
月
３
日

９
条
改
憲
を
許
さ
な
い
滋
賀
県
民
集
会
」
の
中
止
に
あ
た
り
ー

医
療
・
介
護
の
営
利
化
を
許
す
な
！

宮
本

嘉
峰

ー
国
は
命
と
健
康
を
守
る
公
的
責
任
を
果
た
せ
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
３
１
３
（
二
〇
二
〇
年
六
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

コ
ロ
ナ
恐
慌
と
情
勢

伊
勢

太
郎

科
学
的
社
会
主
義
と
は
何
か(

１)

原

野
人

ー
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
学
ん
で
姿
勢
を
正
そ
う
ー

民
間
非
正
規
労
働
者
の
実
態

山
下

俊
幸

ー
民
間
企
業
に
お
け
る
非
正
規
労
働
者
問
題
を
考
え
る
（
二
）
ー

新
社
会
党
第
２
５
大
会
へ
の
意
見
書

滝
野

忠

ー
２
０
２
０
年
度
活
動
方
針
に
つ
い
て
ー

安
倍
政
権
を
断
罪
す
る

宮
本

嘉
峰

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
３
１
４
（
二
〇
二
〇
年
六
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

バ
ラ
マ
キ

そ
し
て
買
収

滝
野

忠

ー
コ
ロ
ナ
恐
慌
と
政
界
経
済
ー

『
共
産
党
宣
言
』
学
習
会

蓑
輪

泰
臣

ー
ぼ
く
の
報
告
ー

正
社
員
を
非
正
規
労
働
者
に
転
換

山
下

俊
幸

ー
民
間
企
業
に
お
け
る
非
正
規
労
働
者
問
題
を
考
え
る
（
三
）
ー

革
命
、
国
家
、
階
級
、
社
会
主
義

原

野
人

ー
科
学
的
社
会
主
義
と
は
何
か
（
２
）
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
３
１
５
（
二
〇
二
〇
年
七
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

何
を
す
る
か
、
何
を
な
す
べ
き
か

ー
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症｣

に
問
わ
れ
て
い
る
こ
と

本
村

充

小
山
、
上
野
論
争
に
寄
せ
て

原

野
人

コ
ロ
ナ
禍
転
じ
て
、
今
こ
そ
反
転
攻
勢
に
決
起
し
よ
う
！

稲
村

守

ー
関
生
役
員
の
全
員
奪
還
か
ら
９
・
６
大
集
会
の
１
万
人
超
実
現
へ
！
ー

労
働
契
約
法

条
ー
待
遇
格
差
禁
止

山
下

俊
幸

20

ー
民
間
企
業
に
お
け
る
非
正
規
労
働
者
問
題
を
考
え
る
（
四
）

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
３
１
６
（
二
〇
二
〇
年
七
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

政
策
に
つ
い
て

滝
野

忠

ー
『
湛
山
回
想
』（
岩
波
文
庫
）
か
ら
ー

２
５
歳
を
迎
え
る
『
新
社
会
党
』
を
青
年
諸
君
に
託
す

原

野
人

コ
ロ
ナ
恐
慌
を
口
実
と
し
た
首
切
り
、
労
働
条
件
悪
化
と
闘
お
う
！

上
野
反
合
研

い
の
ち
は
ダ
イ
ズ
（
大
事
）
原
発
は
ナ
ス
（
な
し
）

佐
野

周
二

ー
さ
よ
な
ら
原
発
！

街
頭
ア
ピ
ー
ル
行
動
ー

老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！

稲
村

守

ー
美
浜
町
・
規
制
委
（
敦
賀
）・
関
電
原
子
力
事
業
本
部
に
申
入
れ
ー

ふ
る
里
を
追
わ
れ
全
国
に
散
ら
ば
っ
て
間
も
な
く

年
10

避
難
者
訴
訟
第
１
陣

仙
台
高
裁
判
決

原
発
事
故
被
害
者
相
双
の
会

（
３
月

日
）
の
評
価
と
今
後
の
た
た
か
い

12

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
３
１
７
（
二
〇
二
〇
年
八
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

社
会
主
義
が
「
コ
ロ
ナ
」
を
超
え
る

編
集
部

小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
イ
ン
テ
リ
の
た
わ
ご
と

原

野
人

ー
小
山
、
上
野
論
争
に
寄
せ
て
（
２
）
ー

レ
ー
ニ
ン
が
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
会
っ
て
い
た
ら

滝
野

忠

ー
生
誕
１
５
０
年
と
２
０
０
年
に
あ
た
っ
て
ー

コ
ロ
ナ
と
世
界
経
済

伊
勢

太
郎

中
東
情
勢
と
ア
メ
リ
カ

水
野

仁

ー
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
中
心
に
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
３
１
８
（
二
〇
二
〇
年
八
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

労
働
者
の
貧
困
化
と
労
働
組
合
の
闘
い

本
村

充

『
共
産
党
宣
言
』
と
現
代

コ
ロ
ナ
禍

追
い
詰
め
ら
れ
る
労
働
者

Ｎ
Ｐ
Ｏ

非
正
規

ひ
ろ
し
ま

日
本
政
府
の
脱
石
炭
火
力
方
針
は
羊
頭
狗
肉

原

野
人

ー
新
型
は
稼
働
も
新
設
も
輸
出
も
推
進
、
原
発
再
稼
働
促
進
ー

◇
資
料
と
解
説
◇

北
海
道
の
鉄
路

守
る
！

佐
野

周
二

ー
「
一
時
帰
休
」
も
始
ま
っ
た
Ｊ
Ｒ
北
海
道
ー

漱
石
先
生
と
『
資
本
論
』

水
野

仁

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
３
１
９
（
二
〇
二
〇
年
九
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

花
を
咲
か
せ

種
子
を
残
す

編
集
部

『
原
発
事
故
被
害
者

相
双
の
会
』

号
記
念
号
か
ら

100

自
宅
解
体

ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン

鈴
木

宏
孝

加
害
者
・
国
を
処
罰
し
た
い

小
出

裕
章

１
９
７
１
年
以
来
の
闘
い

汚
染
水

最
善
の
解
決
策

原

野
人

國
分
富
夫
さ
ん
の
担
当
弁
護
士
と
し
て
８
年

市
野

綾
子

コ
ロ
ナ
も
原
発
も

行
政
を
信
頼
で
き
る
か

土
肥

敬

９
・
６
「
老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！

大
集
会

お
お
さ
か
」
の
開
催

木
原

壯
林

in

ー
原
発
再
稼
働
阻
止
、
原
発
全
廃
の
た
め
に
ご
奮
闘
の
皆
様
へ
ー

９
月
６
日
を
、
「
老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！
」
の
日
に

橋
田

秀
美

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
Ｊ
Ｒ
職
場
の
労
働

国
労
上
野
反
合
研

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
３
２
０
（
二
〇
二
〇
年
九
月
一
五

日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選

あ
と
２
ヶ
月

滝
野

忠

安
倍
首
相
の
逃
亡
（
一
）

編
集
部

ど
こ
ま
で
混
乱
を
持
ち
込
む
の
か
？

原

野
人

ー
小
山
・
上
野
論
争
に
寄
せ
て

ー
（3）

新
自
由
主
義
「
破
綻
」
に
つ
い
て

伊
勢

太
郎

死
の
灰
埋
設
処
分
場
の
適
地

原

野
人

ー
北
海
道
寿
都
町
が
応
募
か
ー

「
核
の
ゴ
ミ
」
受
け
入
れ
表
明
撤
回
を
！

さ
よ
な
ら
原
発
！

新
得
会

ー

寿
都
町
、
道
内
に
受
入
れ
な
い
こ
と
を
求
め
る

ー

【
声
明
】
寿
都
町
、
道
内
に
「
核
の
ゴ
ミ
」
を
受
入
れ
な
い
こ
と
を
求
め
る

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
３
２
１
（
二
〇
二
〇
年
十
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

安
倍
「
コ
ピ
ー
内
閣
」
の
ゆ
く
え
（
一
）

滝
野

忠

ユ
ニ
オ
ン
運
動
か
ら
見
る
労
働
運
動
再
生
へ
の
期
待

山
下

俊
幸

訃
報

高
橋
義
則
さ
ん
ご
逝
去

山
下

俊
幸

山
口
哲
夫
さ
ん
の
逝
去
を
悼
む

原

野
人

ー
社
会
党
の
変
質
・
崩
壊
に
抗
し
て
新
社
会
党
旗
揚
げ
へ
ー

「
コ
ロ
ナ
」
退
治
は
戦
争
で

編
集
部

ー
新
潟
県
燕
市

教
育
長
ー

若
狭
の
３
原
発
再
稼
働
反
対
に
大
き
な
民
意

大
阪
で
１
６
０
０
名

集
会
と
デ
モ

稲
村

守

コ
ロ
ナ
・
酷
暑
・
台
風
の
３
難
乗
り
越
え

さ
ま
よ
う
再
処
理
工
場
の
亡
霊

原

野
人

ー
と
う
に
破
綻
し
た
危
険
な
浪
費
施
設
ー

原
発
の
核
ゴ
ミ
最
終
処
分
場
選
定
に
向
け
た

さ
よ
な
ら
原
発
！

新
得
会

「
文
献
調
査
」
へ
の
応
募
に
反
対
を
！

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
３
２
２
（
二
〇
二
〇
年
十
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

私
の
本
棚
（
唯
物
史
観
）

蓑
輪

泰
臣

ソ
連
や
中
国
と
日
本
は
ど
う
違
う
か

原

野
人

ー
小
山
・
上
野
論
争
に
寄
せ
て

ー
(4)

向
坂
先
生
と
夏
目
漱
石

水
野

仁

職
場
過
半
数
労
働
者
代
表
の
選
挙
戦
を
通
じ
て

ー
書
面
に
よ
る
初
め
て
の
全
国
大
会
開
催
ー

野
佐
根
代
議
員(

上
野
支
部
委
員
長)

の
発
言
要
旨

「
総
合
事
業｣

へ
の
移
行
は
、
介
護
保
険
法
上
の
権
利
を
奪
う

宮
本

嘉
峰

ー
「
国
会
審
議
な
し
」
「
省
令
改
正
」
に
断
固
反
対
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
３
２
３
（
二
〇
二
〇
年
十
一
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

現
代
社
会
と
政
治
支
配

滝
野

忠

こ
の
国
の
民
主
主
義
と
、
働
く
者
の
生
活
が
危
な
い

上
野
反
合
研

６
人
の
１
人
、
立
命
館
大
学
・
松
宮
孝
明
教
授
語
る
！

樽
谷

隆

ー
学
術
会
議
任
命
拒
否
問
題
で
緊
急
集
会

滋
賀
ー

剰
余
価
値
の
法
則
と
エ
ン
ゲ
ル
ス

原

野
人

ー
小
山
・
上
野
論
争
に
寄
せ
て
（
５
）
ー

車
両
清
掃
の
職
場
と
新
型
コ
ロ
ナ

兼
子

和
之

井
出
孫
六
さ
ん
を
悼
む

原

野
人

ー
国
家
に
よ
る
戦
争
犠
牲
者
に
思
い
を
寄
せ
た
人
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
３
２
４
（
二
〇
二
〇
年
十
一
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

コ
ロ
ナ
と
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
と
錦
秋
と

滝
野

忠

連
合

要
求
水
準
示
さ
ず

編
集
部

ー
生
産
性
三
原
則
で
は
賃
上
げ
は
な
い
ー

消
え
て
し
ま
っ
た
独
占
資
本
の
支
配

原
野

人

ー
小
山
・
上
野
論
争
に
寄
せ
て
（
６
）
ー

老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！

・

滋
賀
講
演
会
開
く

稲
村

守

10

24

北
海
道
の
鉄
道
網
は
崩
壊
の
危
機

佐
野

周
二

ー

災
害
復
旧
と
存
続
を
求
め
る
札
幌
集
会

ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
３
２
５
（
二
〇
二
〇
年
十
二
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙

伊
勢

太
郎

「
立
憲
主
義
」

滝
野

忠

ー
現
代
社
会
と
政
治
支
配
ー

成
長
戦
略
の
終
焉
と
菅
政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

原

野
人

「
事
故
」
を
語
ら
せ
な
い
、
「
災
害
」
の
伝
承
館

原
発
事
故
被
害
者
相
双
の
会

権
力
と
原
発
再
稼
働

井
沢

清

美
浜
老
朽
原
発
再
稼
働
住
民
説
明
会
に
抗
議

高
浜
１
号
原
発
再
稼
働
請
願
採
決
強
行
へ
の
抗
議

同
一
労
働
同
一
賃
金

３
つ
の
最
高
裁
判
決

金
平

博

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
３
２
６
（
二
〇
二
〇
年
十
二
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
『
社
会
通
信
』
を
教
材
に

山
下

俊
幸

加
藤
さ
ん
の
勘
違
い

原

野
人

ー
小
山
・
上
野
論
争
に
寄
せ
て

ー
（7）

資
本
主
義
の
根
っ
子
に
せ
ま
ろ
う

滝
野

忠

ー

同
一
労
働
同
一
賃
金

３
つ
の
判
決

ー

労
働
者
の
貧
困
と
そ
の
姿

本
村

充

ー
『
共
産
党
宣
言
』
と
現
代
②
ー

公
的
介
護

保
障
こ
そ

宮
本

嘉
峰

ー
介
護
保
険

「
要
介
護
者
も
総
合
事
業
へ
」
の
問
題
点
ー

老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！

世
紀
第

回

21

91

ー
脱
原
発

市
民
ウ
ォ
ー
ク

滋
賀
ー

in

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り


